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筑波大学附属桐が丘特別支援学校研究紀要 第45巻 2009年 15 
障害の特性に対応して教科の目標を達成する
脳性まひ（痙直型・両まひ）




















































































次 時 指 導 内 容
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言語性 動作性 全検査 全ロ壬i五口 知覚 注意 処理
(VIQ) (PIQ) (FIQ) 理解 統合 記憶 速度
(VC) (PO) (FD) (PS) 
















健康 子呂 刃白刃 コミュニケ 進 路
ーション
課 ●睡眠． ●受験に必 ●自分でで ●入試に関する
題 食事を含 要な資格及 きることと 情報を収集する。
め，健康 び知識の習 できないこ ●大学進学に向
目 の自己管 得。 とを判断し， け希望学部学科
標 理ができ ●学習がし できること の選択通学，
るように っかりとで は自分でや 体験等具体的に






























































































































































































































































































































































































































































































































































言語性 動作性全検査 号ロ号n五ロ 知覚 注意 処理
(VIQ) (PIQ) (FIQ) 理解 統合 記憶 速度
(VC) (PO) (FD) (PS) 
100 I 60 I 











目 時間や場面に応じ， 学年相応の学力 学校内外での









































































































































































































法線の読 把握できない トB) と横に引く線























プリント A （図 3)…プリント設計図を色塗り
プリント B （図 4) …縦の線（直角定規を使用して引く
線）及び，端からの距離を表示
プリント C （図 5) …横の線（けびきを使用して引く
線）を強調して表示











筑波大学附属桐が丘特別支援学校研究紀要 第45巻 2009年 31 
占得部分を有す
亡 三 口














































～中学 1年生 プランター作りの実践を通じて～ 大
川原恒
筑波大学附属桐が丘養護学校研究紀要 第42巻
21-26頁
•本校研究 「見えにくさ」「捉えにくさ」に課題のあ
る子どもに対する手だて 音楽科，美術科，技術・家
庭科
筑波大学附属桐が丘特別支援学校研究紀要 第43巻
29-36頁
